
■中国：ごみ焼却発電所384ヶ所増設 

2012年11月12日付地元紙によると、2015年までに2,636億人民元の中央政府予算が都市ごみ処理

施設の整備に投入されることになった。現在の都市から出るごみの発生量は年間 2.5 億トンで、累積

量は70億トンに上り、3分の2の都市がごみに取り囲まれている。今後、都市化の進展に伴って、年

率8％～10％のスピードでごみの量が増えていくと見られ、｢第十二次 5カ年計画｣では、2015年末ま

でにごみ焼却発電によるごみの処理量を全体の35％にするという目標が打ち出されている。関係機関

は、今後3年間で、384ヶ所のごみ発電所を新設し、ごみの日処理量を31万トンにするとしている。 

 


